
2021年

2月20 (土) 13:00 ～ 16:00
会場：全水道会館 5階中会議室 ＋オンライン

（東京都文京区本郷1-4-1 /JR水道橋駅徒歩2分) （ウェビナー配信）

講 演 13:05～14:20

意 見 交 換 14:35～15:50 （事例紹介15分、意見交換60分）

アドバイザー

〇国土交通省河川環境課企画専門官 天野 聡氏

〇環境省海洋環境室室長補佐 飯野 暁氏

古澤康夫氏

第６回

川ごみ
サミット

原田 禎夫氏

日向 治子氏

桂川・相模川流域協議会代表幹事
山梨ﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸ削減ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事務局

講師

ゲストスピーカー

藤田浩史氏

岡山県真庭市生活環境部環境課参事

マクティア マリコ氏

Social Innovation Japan 代表理事

■参加費 ：無料 ■申込締切：2月17日(水)

■定 員 ：40名（会場） ＋90名（オンライン） いずれも先着順
■お申込み：下記申込先まで、①氏名、②所属、③連絡先（Ｅﾒｰﾙ、TEL）、④参加方法（会場/ｵﾝﾗｲﾝ）を

ご記載の上、Eメールでお申込みください。

全国川ごみネットワーク
℡ 080-8167-8577 Ｅメール kawa53@kawagomi.jp

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、規模縮小の上、一部オンラインで実施することになりました。
感染症拡大状況によっては、オンラインのみの開催、または中止になることもあります。その場合は、お申込者に連絡いたします。

※申込締切後に、当日の参加方法をメールでお知らせします。

申込

問合せ先

プラスチック削減の一歩進んだ取組み事例などを紹介いただき、川ごみ
対策のために何ができるか、これからのプラスチックとの付き合い方など
について、講師、ゲスト、参加者を交えて意見交換し、打開策を探ります。

大阪商業大学 公共学部 准教授
NPO法人 プロジェクト保津川 代表理事

東京都環境局資源循環推進部 専門課長

【主催】全国川ごみネットワーク
【協賛】一般社団法人プラスチック循環利用協会
【協力】ＭＯＴＴＡＩＮＡＩキャンペーン、株式会社ATSURAELU

はじまる脱プラスチック
〜川と海のつながりから考える

mymizu給水アプリでプラスチック削減海なし県での川ごみ削減

身近なところから“卒”ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

プラスチックからはじめる
省資源・循環経済



環境のためだけじゃないプラスチッ
クごみ問題。ごみ処理はまちの財
政にとっても大きな課題。リサイク
ルよりリデュース、真庭市のエコテ
イクアウト、リユース食器のレンタ
ルなどの取り組みを先導する。

●古澤康夫 氏
東京都環境局資源循環推進部専門課長

1982年都庁に入都以来、廃棄物行政、環境行政に従事。

一貫して廃棄物・環境行政に従事し、容器包装や建築副
産物をはじめとした廃棄物等の3R、省エネ・エネルギーマ
ネジメント政策などに携わってきた。
廃棄物・資源循環学会理事。

プロフィール

プログラム 会場地図

第６回 川ごみサミット 参加申込書

氏 名 参加方法 会場 ・ オンライン

所 属

連絡先

●マクティアマリコ氏
Social Innovation Japan 代表理事

mymizu 共同創設者

●原田禎夫 氏
大阪商業大学公共学部准教授

NPO法人プロジェクト保津川代表理事

京都府亀岡市生まれ、近年深刻な問題となっている海や
川のプラスチック汚染について、内陸部からのごみの発
生抑制の観点から取り組むとともに、京都・保津川を
フィールドに筏流しの復活や天然鮎の復活、内水面漁業
の振興など川の文化の再生と伝承に取り組んでいる。

・13:00 開会・挨拶
・13:05 講演① 原田禎夫氏

・13:50 講演② 古澤康夫氏

・14:20 ～休憩～

・14:35 意見交換
ゲストスピーカー事例紹介

・14:50 参加者を交えた自由討議

・15:50 ふりかえり
・15:55 挨拶
・16:00 閉会

・JR「水道橋」駅 東口 徒歩2分
・都営三田線「水道橋」駅 A1出口徒歩１分

ロンドン大学卒業後、中日新聞社
ロンドン支局、駐日英国大使館の
国際通商部に勤務。ペットボトル
の削減をミッションにした、日本初
無料給水アプリ「mymizu」を立ち

上げ、サーキュラーエコノミーを促
進する。

●日向治子 氏
桂川・相模川流域協議会代表幹事
山梨マイクロプラスチック削減ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ事務局

Tel Eﾒｰﾙ

申込先：kawa53@kawagomi.jp

※本書式の内容をメール本文にご記載ください。

①

②

③

④

学生の頃から、環境活動、民間ユ
ネスコ活動に積極的に参画。桂
川・相模川の活動では源流域とし
て市民部会で尽力。近年は、山梨
県と協働で内陸県でのプラごみ発
生抑制の啓発に力を入れている。

●藤田浩史氏
岡山県真庭市

生活環境部環境課参事


